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長期長期長期長期

（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）

「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」

備蓄資材の充実

公園は雪捨て場
となるため冬期
間は別な避難場
所が必要

マップに液状化
現象がおきそう
な場所を記載

マップに食料
や毛布の備蓄
状況を記載

水害発生時の現
実的な避難場所
を記載（公園避
難は非現実的）

浸水の可能性が
高い地域の避難
体制と避難基準
の明確化

マップに建物の
耐震強度、集中
豪雨で浸水する
場所を記載

地区の人口にあ
わせた避難所の
設定が必要

マップに活断層
の情報を記載

子どもが安全に遊
べるような公園の
防犯対策

防犯機能付き街路
灯の整備

冬期間の災害に
備えた避難所の
暖房とトイレ

豊幌地区の洪
水対策の充実

要援護者へ防災
無線を整備

避難所の早急な
耐震化と現在の
安全性の公表

小学校の空き教
室を利用した防
災資材の備蓄

高齢者に考慮
した避難所の
指定

災害時に自治会
等の団体へ指示
する組織を市役
所内に設置

災害の危険度に応
じてサイレンの鳴
らし方を工夫

冬の災害に備え
た除排雪

災害時の支援のた
め日常での地域内
のコミュニケー
ションが必要

生活道路のきめ
細やかな除排雪

歩行者のための
歩道の除雪

除雪の時間帯の
配慮

高齢者の除雪作業
は非常に大変

安心して冬道を歩
くための生活道路、
歩道の除雪

雪の少ないうちか
らこまめな除雪が
必要

歩道の両側の除
雪が必要

携帯等の不通に備
えた掲示板などの
アナログな通信手
段の整備

住んでいる地域
の防災情報の周
知、情報の共有
化が必要

介護施設の避難
には地域住民の
サポートが必要

災害発生時の避難
方法などの手順の
明確化

中止できる
のか

市民の相談にのっ
てくれる課はある
のか？

水害、インフル
エンザ、竜巻

警察との連携

冬に 自転車
に乗っている
高齢者対策市政だより充実

ＨＰ

整備の充実

マップづくりの充実 危機対策担当

消防署との連携

自転車道路の整備
自転車道路の活用
の教育

一次救命
の充実

高齢者が除雪して
いる消火栓の対策

夕張で行っている
大学生の除雪の江
別での実施子どもの通学時

等の雪山が危険

除 雪

文京台地区
への消防車
の配備

危機対策室の職員、
民生委員の充実

歩行者と自転車の
区分け、看板掲示、
乗り方指導情報ＰＲ

わかるように！

災害情報の伝達に
メール、インター
ネットを活用

高齢者や障がい
者の個人情報を
障がい者団体や
自治会へ開示・
共有すべき

障がい者を含め
た市全体での避
難訓練が必要

札幌の住宅街の置
き雪対策を参考と
した取り組み

６

６

６丁目踏切あ
とのアンダー
パスの防犯対
策が必要 ５

５

４

３番通の中央分
離帯が雪山に
なって視界が悪
く大変危険 ４

４

４

４

３

障がい者に配
慮した専用の
避難所が必要 ２

２

マンションやビ
ルなど頑丈な建
物と協定を結ん
で避難所として
指定 １

１ １

１

１
ＡＥＤ

の設置 １

１

１

１

１

１

３

３

１

７

１

４

４

４

３

３

２

１

３

２

１

１

５

２

２ １

幹線道路の除排雪
（特に３番通）３

５

４ ２

《第７回追加》
市外から来ている人
を対象とした避難誘
導の掲示の整備

《第７回追加》
市の危機対策・防
災担当の組織強化

《第７回追加》
市民の防災意識
や行政への参画
意識を向上させ
る取組みが必要

《第７回追加》
事故が多発する
場所を追記

《第７回追加》
歩行者と自転車の
通行を分離した道
路の整備

《第７回追加》
自転車が走って
よい歩道なのか
どうかがわかる
看板の整備

《第７回追加》
大学生の多い大
麻地区をモデル
地区として自転
車対策を先駆け
て実施

《第７回追加》
自転車のマナー向
上のための条例の
制定

《第７回追加》
北海道と市が関連
する事業を実施す
る際の連携の強化

《第７回追加》
市民意見を市の取
り組みに反映して
いくため、市民へ
の情報提供の仕方
の工夫が必要

消防のレスキュー
マンによるＰＲ １１

安全・安心をテー
マにしたシティプ
ロモートの実施

公共施設の耐震
化などを公表し、
江別の安全性を
アピール １１

安全・安心なま
ちづくりを進め、
江別の「安全」
をＰＲ １１

まちづくり政策提言まちづくり政策提言まちづくり政策提言まちづくり政策提言

学校の早急
な耐震化 ８

老朽化した小中
学校の耐震化、
または建て替え
を検討すべき ５

個人情報の保護の
ため要援護者の情
報が不足 １１

自転車道のハー
ドの整備
・分離歩道
・自転車道

市民意識の向上
協働（共働）のま
ちづくり

公共施設を市民と行
政で管理運営ができ
るしくみづくり

警察との連携

消防署との連携

世田谷区から入植した歴史
を踏まえた災害時の支援 ２

より現実的な方策として、身近な自治体や他の機関との連
携強化をはかることとしたため、まちづくり政策から除外
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「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」 第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）戦略テーマ：防災戦略テーマ：防災戦略テーマ：防災戦略テーマ：防災

耐震化
備蓄 の早期対応
防災資材

災害時要援護者
への対応

冬期を考慮した
避難場所の整備

市民支援課（自
治会組織の充実
を図っていく）
の設置

避難場所への誘
導経路（看板の
設置）

耐震化
備蓄 の早期対応
防災資材

マップに建物
の耐震強度、
集中豪雨で浸
水する場所を
記載 １

小学校の空き
教室を利用し
た防災資材の
備蓄 ４

備蓄資材の充
実 ４

マンションや
ビルなど頑丈
な建物と協定
を結んで避難
所として指定 １

マップに食料
や毛布の備蓄
状況を記載 ５

学校の早急な耐
震化 ８

避難所の早急
な耐震化と現
在の安全性の
公表

４

老朽化した小中
学校の耐震化、
または建て替え
を検討すべき ５

冬期を考慮した
避難場所の整備

公園は雪捨て
場となるため
冬期間は別な
避難場所が必
要 ６

冬期間の災害
に備えた避難
所の暖房とト
イレ ６

災害時要援護者
への対応

高齢者に考慮
した避難所の
指定 ３

障がい者に配
慮した専用の
避難所が必要 ２

要援護者へ防
災無線を整備 １

避難場所への誘
導経路（看板の
設置）

《第７回追加》
市外から来てい
る人を対象とし
た避難誘導の掲
示の整備

市民支援課（自
治会組織の充実
を図っていく）
の設置

《第７回追加》
市の危機対策・
防災担当の組織
強化

災害発生時の
避難方法など
の手順の明確
化 ２

介護施設の避
難には地域住
民のサポート
が必要

１

《第７回追加》
市民の防災意識
や行政への参画
意識を向上させ
る取組みが必要

高齢者や障がい者
の個人情報を障が
い者団体や自治会
へ開示・共有すべ
き ４

災害時の支援の
ため日常での地
域内のコミュニ
ケーションが必
要 ３

住んでいる地
域の防災情報
の周知、情報
の共有化が必
要 ５

個人情報の保
護のため要援
護者の情報が
不足 １

災害時に自治
会等の団体へ
指示する組織
を市役所内に
設置 ３
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「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」 第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）戦略テーマ：交通安全戦略テーマ：交通安全戦略テーマ：交通安全戦略テーマ：交通安全

《第７回追加》
事故が多発する
場所を追記

《第７回追加》
歩行者と自転車
の通行を分離し
た道路の整備

《第７回追加》
自転車が走って
よい歩道なのか
どうかがわかる
看板の整備

《第７回追加》
大学生の多い大
麻地区をモデル
地区として自転
車対策を先駆け
て実施

冬に 自転車
に乗っている
高齢者対策

自転車道のハー
ドの整備
・分離歩道
・自転車道

これからのエコ
（タウン）の社会
に向けて、江別が
率先して取り組ん
でいくべき

《第７回追加》
自転車のマナー
向上のための条
例の制定

自転車マナー（乗
り方）に関する教
育の必要性

条例化へ
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短期（すぐにでも）短期（すぐにでも）短期（すぐにでも）短期（すぐにでも） 中期（５年程度）中期（５年程度）中期（５年程度）中期（５年程度） 長期長期長期長期（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）

「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」「安全・安心部会」 第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）第８回市民会議（第４回部会）戦略テーマ：防犯戦略テーマ：防犯戦略テーマ：防犯戦略テーマ：防犯

公共施設を市民
と行政で管理運
営ができるしく
みづくり
（ex.江別高校
生によるアン
ダーパスの管
理）

《第７回追加》
北海道と市が関
連する事業を実
施する際の連携
の強化

《第７回追加》
市民意見を市の
取り組みに反映
していくため、
市民への情報提
供の仕方の工夫
が必要

防犯機能付き
街路灯の整備

２

６丁目踏切あ
とのアンダー
パスの防犯対
策が必要 ５

子どもが安全
に遊べるよう
な公園の防犯
対策 ３

市民意識の向上

共働
のまちづくり

協働

江別市民のまちづ
くりに対する意識
を向上させる必要
性があるのではな
いか

市民教育
（共働、協働のま
ちづくり）

市民支援課（自
治会組織の充実
を図っていく）
の設置


